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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
特発性大腿骨頼部骨壊死 (spontaneousosteonecrosisoftheknee,SONK)
により生じた遊離軟骨の細胞生物学的特徴については､これまでに検討
されていなかった｡本研究によりSONKにより生じた遊離軟骨は､プロ
テオグリカン､ⅠⅠ型コラーゲンの沈着といった軟骨様の組織学的特徴を
維持していることが明らかとなった｡しかし遊離軟骨由来細胞は大腿骨
内頬を覆う線維軟骨様細胞に比較して低い細胞増殖活性しか有していな
かった.また､軟骨細胞分化誘導培地によるペレット培養にて､SOX9･
aOL且41･Ag欝TeCaDの発現は増加せず､safianinOに染色されるプロテ
オグリカンの沈着も認められなかった.以上により､進行したsoNKに
おける骨軟骨欠損-の治療法として､遊離軟骨および遊離軟骨由来細胞
を用いた治療の有効性は低いことが示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､特発性大腿骨額部壊死により生じた遊離軟骨由来細胞の細胞活性を調
べたものである｡遊離軟骨由来の細胞培養系､細胞増殖活性､軟骨細胞分化誘導
培地によるペレット培養系において､軟骨特異的遺伝子発現活性を調べた結果､
これらの活性は期待される程高いものではなく､特発性大腿骨額部壊死における
骨軟骨欠損-の治療法として､遊離軟骨および遊離軟骨由来細胞を用いた治療の
有効性は高くないことを示唆した｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があるものと認める｡
